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みんなで翻刻

• 市民参加型の古文書解読プロジェクト
• クラウドソースの成功例 / 人文学・情報学からも注目

• 実物 → https://honkoku.org
• レポート等

• 橋本雄太さんの研究（実装 /「学習」etc.）
• リポート笠間
• 『震災学』
• ニコ生 / メディア / SNS



みんなで翻刻 https://honkoku.org



みんなで翻刻
• 地震研究所図書室の所蔵資料

419/470点を全文翻刻
• これまでは地震の箇所のみ翻刻
• 省略アリ

• 参加登録者約4000人
• 約1割程度が解読にも参加

• 総入力文字数415万文字

KH Coderによる頻出語150



修正も「みんな」で
• 翻刻の向上
• 学び合い



工夫
• 「学習」

• タスク / やりがい の搾取にならないように

• 参加者と / 相互のコミュニケーション
• あっぱれ / ランキング /編集コメント / フォーラム / 

「つながる」 / SNS

• 史料群の選択
• 地震研究所 / 【地震史料】

• なるべく露出
• メディア / ネット / URA



クラウドソース翻刻
• 場所と時間の制約を克服

• 読みたい人はけっこういる
• 古文書の会を実際やるのはけっこうたいへん

• 比較的若い層の参加
• ネットへの親和性
• リアルな古文書の会への要望も

• わりと注目していただいた
• 初めて（？）の成功例
• 防災の観点から（メディア）



［震災予防調査会報告，第1号（1893）］
国会図書館デジタルコレクション

古地震研究
史料等を地震計がわりに



明治からの研究課題
古来大地震に係る調査，即ち地震史を編纂すること
古来より本邦に起りたる大地震を古記及び歴史等に
就て調査し，以て吾邦の何如なる部分が古来震災最
多かりしやを確む可し（中略）
• 地震の性質，周期性，家屋・構造物の震害・耐震，

地震保険など
• 帝国大学史料編纂掛の「史料」より抜粋
• 費用は嘱託員1名の手当と筆紙墨の料に止る



［気象庁 震度データベース］



震度（体感）
被害
有感分布
津波

■震源
発生日時，場所，深さ
規模（M）
断層の形状，破壊過程

歴史地震の震度分布
1854年伊賀上野地震

［宇佐美・他（2013）］



[Matsu’ura(2017)]

[Kawasumi(1951)]

[Usami(2013)]

歴史地震の震央分布



［石橋克彦『南海トラフ巨大地震―歴史・科学・社会』（岩波書店，2014）］

南海トラフでの地震の履歴



確率論的地震動予測地図
30年
震度6弱以上
←全地震
内陸のみ→

［地震調査研究推進本部］



地震史料集・データベース
• 基本的には地震ごと

• 綱文

• データベース化 / 
オープン化が進行

• 史料 / 目録 / PDF

『新収日本地震史料』第5巻別巻3（pp.287-288）

・・・



地震史料集・データベース

［山中（2015）］



史料データベース
• 画像・所蔵情報へのリンク
• 何 / 誰のためか？

• エキスパートモード

• 効率を求めるのか？
• 同じものを何度もみる
• 原本をみることも重要

• 日記史料への注目
• 有感地震
• 天気 / 相場 / 作柄 などなど



〇〇史料データベース
• 汎用的なものができるのか？

• これまでは分野 / プロジェクト / 個人 ごと
• 適当な採録情報の基準 / 分類法
• 研究 / 作業履歴 / インデックスとしての価値

• 分野ごとにやるのはしんどい？
• 横断検索 / 同イベント判定
• 永続性 / 品質の維持
• 担当者の評価の問題



クラウドソース
• けっこううまくいく

• 正確性への不安はあった
• 適正な関与が必要（タスクを投げたらうまくいく）

• 他の翻刻プロジェクトでも応用可
• 複数プロジェクト
（フォーラム活用）
• OSS / ビジネス

［橋本（2017）］



異分野の共同
• 同床異夢でよい（ゆるくつながる）

• どこが研究になのかを理解する
• 気づきを共有する場

• 他のコンテンツへの波及
• 防災
• 教育
• デジタルxx
• などなど



さらに他のコンテンツへ
• 「防災スイッチ」

• 恫喝せずとも防災・減災に / 地域の歴史への興味
• 「数十年住んでるけどまさか××に遭うとは」
をなくしたい

• 教育コンテンツとして
• くずし字 / 和本リテラシー
• みんなで翻刻＋書いてみる

• デジタルアーカイブ活用
• キュレーション
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